
【様式２】 

②食育月間以外の月の取組 

 
提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 

群馬県 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 

渋川市立橘北小学校 

取 組 の 名 称 野菜チャレンジ週間 

実 施 時 期 ７月、１０月 

取 組 内 容 目的：好き嫌いをして野菜を食べない児童が野菜の味に慣れて少しずつ食べら

れるようになるために、学期に１回の野菜チャレンジ週間で残量が多い

野菜メニューの完食を目指します。  
実施時期 
１学期： ７月 ８日（月）～１２日（金） 
２学期：１０月 ７日（月）～１１日（金） 
３学期： １月２０日（月）～２４日（金）予定 
チャレンジメニュー 
 学校栄養士が、チャレンジメニューを作成しました。 
内容 
１）児童がワークシートに記入して振り返りをしました。 
２）給食室の教室訪問（1 学期：低学年、2 学期：高学年 

一緒に給食を食べる） 
３）給食委員の放送及び教室訪問（おはしチャレンジ、ワゴンの片付け方や残

食のチェック、牛乳飲み残し０運動の呼びかけ） 
４）保健委員の放送及び教室訪問（野菜チャレンジの呼びかけ、カミング３０

〔３０回噛みましょう〕の放送） 
５）保護者に野菜チャレンジの取組の様子やワークシートの集計結果を学級通

信や保健だよりで伝えて、家庭においても野菜をたくさん食べようとする

意識を高めました。 
 
  
 

 

 



【様式２】 

②食育月間以外の月の取組 

 
提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 

群馬県 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 

草津町 

取 組 の 名 称 緊急時用給食備蓄品の活用 

実 施 時 期 令和元年１０月２１日（月） 

取 組 内 容 目 的：緊急時用給食備蓄品を給食の一部として活用し、児童生徒が非常食を

体験することを目的とします。 
対象者：草津小学校 ２２８人 
    草津中学校 １４６人 
内 容：緊急時用給食備蓄品の入替で、不要となる非常食を給食の一部として

活用します。実際に食べてみることで、非常食や日頃の備えについて

理解を深めます。 
    事前に給食だよりで家庭へ周知し、緊急時用備蓄について児童生徒、

家庭の理解を深めます。 
    実施後には、６年生を対象にアンケートを実施し、７２％の児童が

「非常食を体験することができて良かった。」と回答し、６０％の児童

が「家庭に帰って非常食体験の 
ことを家族と話した」と回答し 
ています。 

    非常食を食べながら入れ替える 
ことで、備蓄品の種類や量の見 
直しをしていきます。 

実施主体：草津町学校給食センター 
 

 



【様式２】 

②食育月間以外の月の取組 

 
提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 

群馬県 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 

群馬県 

群馬県若い世代食育推進協議会 

取 組 の 名 称  
食文化継承のための実践活動 

実 施 時 期  

令和元年１０月～１２月 

取 組 内 容 第３次群馬県食育推進計画では、県民が生涯にわたって食育を実践し、健康寿命の

延伸につながる食育の推進を目指しており、「若い世代の食育推進」「伝統的な食文

化の保護・継承」は計画の重点課題に位置付けられています。 

そこで県では、若い世代に直接意見を聞き、効果的な食育活動を実践するため、県

内の大学・専門学校等の教員及び学生を委員とする「群馬県若い世代食育推進協議

会」を設置しています。今年度は、「食文化の継承」をテーマに、各学校の特徴を踏

まえ大学祭等の開催に併せて、学生による食育活動を実施しました。 

 

 

 

「和食の日」の普及啓発 

明和学園短期大学 
野菜当て釣りゲーム 

東日本栄養医薬専門学校 

みんなで鍋を囲もう～すき焼き～ 

東洋大学 

「ぐんまの食文化」展示・説明 

群馬大学 


